
ＪＦＥトンボみち

ファンクラブ通信 2016年 11月号

トンボとり大作戦２０１６ ～ 年間報告(JFEトンボみち) ～

６月から１０月まで９回開催したトンボとり大作戦２０１６が先月の２３日で終了
しました。年間の結果は、下の表のとおりですが、今年の特徴は、①アキアカネの
大量捕獲、②ネキトンボの連続登場、③ギンヤンマの復活です。
アキアカネは、トンボみちに限らず、京浜臨海部やその内陸部に共通して多数見

られました。ネキトンボは、６月から９月まで毎月捕獲されましたが、こんなに長
期間確認されたのは初めてです。そして、昨年はメッキリ数が少なくなっていたギン
ヤンマが多数飛来するようになりました。飛翔スピードが速くてなかなか捕まえら
れないので、捕獲数は１頭だけですが、水草を減らして水面を広げたことで、トン
ボみちの夏を代表するトンボとして戻ってきてくれました。
トンボのほかに、ヤゴ、ザリガニ、エビ、魚類を捕まえることにも、こどもたちはお

おいに盛り上がりました。こどもたち、来年もまた、ぜひ遊びに来てね！待ってるヨ
～！(^^)/ (銀)

▲ ネキトンボ♂も赤とんぼの仲間(６月２６日)▲ ギンヤンマ♀を観察(９月２５日)



活動予定 ※雨天は１週間延期

今月 ：１１月２６日（土） ９時～１１時
来月 ：１２月２４日（土） ９時～１１時
事前の申込みは不要です。誰でも参加可能！

 

京浜の森ロゴマーク
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◆ファンクラブ通信への自由投稿をお待ちしています

ファンクラブ通信に使用しているリサイクル用紙は、古紙パルプ配合率１００％です。

【シリーズ】 トンボみちの仲間たち

１０月２２日（土）のファンクラブ活動の様子です。 （撮影：山田さん）

公式ホームページをご覧ください

【連載12】続・トンボ百科 ～ 名は体を表すというけれど… ～

⑫トンボと名がつくトンボでない昆虫？

一般の昆虫にもトンボの呼び名が使われているものがある。ヘビ（蛇）トンボやツノ
（角）トンボがそれだ。前者の幼虫は水中暮らしだが、成虫はトンボには似てもにつか
ない。一方、後者は生涯陸域生活者だが、成虫は長い触角を持つ以外はトンボによく
似る。そのため、角のはえたトンボを見たという連絡を受けたりもする。いずれにして
も、２種とも成虫になる前に蛹となる完全変態の昆虫で、蛹の時期がないトンボと比
べれば、むしろチョウなどに近い。では、３者で何が共通なのか。よく見ると、比較的細
長い体で、４枚の薄くて細長い翅を持つ。

ひょっとして、日本人はこの特徴を

トンボのトンボたる所以としてきたのだろうか。

（文責：田口正男農学博士）

※「JFEトンボみち」はJFEエンジニアリング（株）が
地域の皆様に開放している公開緑地です

キバネツノトンボ
美しい翅と角のような
長い触角を持つ
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